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論文要旨

本稿では、裁判官が上訴を嫌う場合における訴訟当事者（原告・被告）の訴訟努力を考察する。

　裁判における立証等の訴訟当事者の行動は、裁判結果を左右する。原告・被告それぞれ自身に有利な判決をださそうと努力する。このような行動は、一方当事者の行動は他方当事者の行動に影響を与える戦略的な関係にある。訴訟当事者の行動に関する分析はKatz(1988, IRLE)から始まり、その後多くの分析が行われている。これらの分析では、判決を出す裁判官はプレイヤーとして表現されているわけではない。単に原告・被告を裁判での訴訟努力をインプットし、アウトプットして判決を出すだけの存在として描かれている。現実の裁判では、訴訟当事者の行動によって判決は影響を受けるとともに、裁判官自身の選好も判決に影響を与えるであろう。加えて、下級審での当事者の行動を考えるためには、当事者達が上訴する可能性も考慮する必要があると思われる。

　戦略的なプレイヤーとしての裁判官の行動は、組織での出世や評判を気にするものとして多くの研究者によって考察されている。Shavell（2006, JLS）は、下級審の裁判官が上訴され上級審判決と異なる場合の実質的な罰則を恐れ、訴訟当事者達が上訴しない「上訴防止条件」を満たすように判決を出す裁判官について考察している。

　本稿では、上の二つのモデルを結び付け、上訴を嫌う裁判官をプレイヤーとして考慮した場合、訴訟当事者の行動がどのように変化するのかを見る。これによってこれまでの考察とは異なり、上級審の存在による訴訟行動への影響を考察することができる。得られた結果は以下の通りである。下級審裁判官が上級審裁判官と選好が似ている場合には、上訴の可能性が当事者の訴訟における努力に与える影響はない。他方、下級審裁判官と上級審裁判官の選好が十分に大きく異なる場合、上級審の存在は当事者の訴訟努力を小さくする。すなわち、裁判官が上訴を恐れることが紛争当事者の訴訟費用を節約している可能性がある。
